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子音：p, ph, b, bh, t, th, d, dh, c, ch, j, jh,, k, kh, ɡ, ɡh, ʔ, m, mh, n, nh, ɲ, ɲh, ŋ, ŋh, s, h, v, vh, y, yh, r, rh, l, lh  
母音：i, ɯ, u, e, ɤ, o, ɛ, a, ɔ  
超分節素：非弛緩（無標） ／ 弛緩（母音に下線で表示） 
















表 1. 周ほか（1984）における語類3 



























北海道言語文化研究                                       北海道言語研究会 




























表 3. 統語基準と品詞分類 
品詞名 下位類 ① ② ③ 
動 詞 動作動詞、状態動詞5… ○ ○ × 
名 詞 固有名詞、代名詞、数名詞… ○ × ○ 
副 詞 接続副詞、感嘆副詞… ○ × × 
助 詞 動詞助詞、類別助詞、文末助詞… × × × 
三つの基準のうち、基準①は自立性の観点から自立語と非自立語を区別するためのものであ
る。自立語のうち、副詞とは、慣用句的なもの（khɔmmɔhnan：しかし）、いわゆる感動詞の
                                                  
5 いわゆる形容詞は分類する積極的根拠がない。動詞の一部として扱われる。 




名词   代词   动词     形容词   副词  状词










表 4. 動詞／名詞と他品詞の共起関係 
 （イ） （ロ） （ハ） （ニ） （ホ） （ヘ） （ト） （チ）
A   B 動詞 名詞 副詞 動詞助詞 前置助詞 従属助詞 名詞助詞 文末助詞
動詞 × ○ ○ ○ × × × ○ 
名詞 ○ ○ × × ○ ○ ○ × 
 




1a） ?? (nɔh) muih to 
(3sg) 愛するA 走る B 
1b） (nɔh) muih tiʔ to 
(3sg) 愛するA 自分 走る B  
「(彼は)自分が走るのが好きだ」 
2） pui to 
人 A 走る B  
「走る人」 
 
ロ) A［動詞／名詞］×  B［名詞］  
（3）の muih「愛する」、（4）の mɛʔ「母」ともに名詞ʔai「(人名)」を後置することが可能
である。 
 3） (ʔɤʔ) muih ʔai 
(1sg) 愛するA (人名) B  
「(私は)アイが好きだ」 
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4） mɛʔ ʔai 
 母 A (人名) B  
「アイの母親」 
ハ) A［動詞／*名詞］×  B［副詞］ 
（5）の sɔm「食事する」は副詞 cɯicɯiʔ「少々」の後置が可能である。一方、（6）のʔɯp「飯」
には副詞 cɯicɯiʔ「少々」を後置させることができない。 
5） sɔm cɯicɯiʔ 
 食事するA 少々B 
 「少々食べた」 
6） * ʔɯp cɯicɯiʔ 
 飯 A 少々B 
 




7）   saŋ ʔih 
 (非現)B  食べるA  
「食べるだろう／食べただろう」 
8a） * saŋ miaŋ 
(非現)B  役人 A 
8b） saŋ mɔh miaŋ 
(非現)B  である 役人 A  
「役人になるだろう」 
 
ホ) A［*動詞／名詞］×  B［前置助詞］ 
（9a）の goih「倒れる」単独では前置助詞 kah 「(原因)」を従えることができない。（9b）
のように、句の形式（goih tiʔ「自分が倒れる」）にする必要がある。一方、（10）の naiŋ 「戦
争」は前置助詞 kah 「(原因)」を単独で従えることができる。 
9a）  * yiam kah goih 
 泣く (原因)B 倒れるA 
9b） yiam kah goih tiʔ 
 泣く (原因)B 倒れるA 自分 
 「自分が転んで泣いた」 
10） yum kah naiŋ 
 死ぬ (原因)B 戦争 A  
「戦争で死んだ」 
パラウク・ワ語における語類                                           山田 敦士 
 
 
ヘ) A［*動詞／名詞］×  B［従属助詞］ 
（11a）の tiat「蹴る」は従属助詞 mai 「(並列)」によって tɔk「叩く」と並列させることが
できない。「叩く」ことと「蹴る」ことが平行的におこなわれる状況は（11b）のように、節
の並列を表わす従属助詞 khɔmによって、tɔk ʔai ɲi「アイがニーを叩く」と tiat tiʔ「自分
（アイ）が（ニーを）蹴る」というかたちで示すしかない。一方、（12）の si.vai「トラ」と
tam「カニ」は従属助詞 mai 「(並列)」によって並列させることができる。 
11a）* tɔk mai tiat 
 叩く (並列)B 蹴る A 
11b） tɔk ʔai ɲi khɔm tiat tiʔ 
 叩く (人名) (人名) (並列)B 蹴る A 自分 
 「アイがニーを、蹴りながら、叩いた」 
12） si.vai mai tam 
 トラ (並列)B カニ A  
「トラとカニ」 
 
ト) A［*動詞／名詞］×  B［名詞助詞］ 
（13）のʔih「食べる」は名詞助詞 kɛʔ「(双数)」を後置することができない。一方、（14）
のʔai「(人名)」には名詞助詞 kɛʔ「(双数)」を後置することができる。 
13） * ʔih kɛʔ  
 食べるA (双数)B 
14） ʔai kɛʔ 
 (人名)A (双数)B  
「アイたち 2人」 
 




15）  ʔih laih   ―  ʔih 
 食べるA (疑問)B  食べる  
「食べたのか？ ― 食べた」 
16a）* miaŋ laih   ― * miaŋ 
 役人 A (疑問)B  役人 
16b） mɔh miaŋ laih   ― mɔh 
 である 役人 A (疑問)B    である  
「役人なのか ― そうだ」 
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17）  lauŋ ― glauŋ （< *Ng-lauŋ） 
  高い  高さ 
18）  tiŋ ― diŋ （< *Ng-tiŋ） 






19）  pih ― bih  
  掃く  箒 
20）  tɛp ― dɛp  









21）   pa ʔih  
  もの 食べる  
「食べるもの（物／者）」 
パラウク・ワ語における語類                                           山田 敦士 
 
22）   pa ʔih  hɔʔ 
  もの 食べる 漢族  
「漢族が食べるもの」 
23）  pa saŋ ʔih  kah taiʔ 





















24a） saŋ lhɛʔ   【動詞】 
(非現) (雨が)降る   
「（雨が）降りそうだ」 
24b） lih lhɛʔ tiŋ  【名詞】 
  下りる 雨 大きい   
「大雨が降った」 
25a）  kaiŋ ʔan hɔik  hɔik  【動詞】 
仕事 あれ (完了) 終わる  
「その仕事は終わった」 
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25b）  hɔik hoik ʔai  【助詞】 
  (完了) 来る (人名)   
「アイがやってきた」 
26a） ʔai  tɛm khaiŋ maiʔ 【前置助詞】 
(人名) 低い (比較) 2sg  
「アイはあなたより背が低い」 
26b） kɛʔ ʔot mai kɯiŋ tiʔ khaiŋ 【文末助詞】 
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